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研究成果の概要：今回、研究代表者が所属するグループでは、高磁場 MRI を用い、帯状回、
帯状束、脳梁の解剖学画像で体積異常、脳溝の形態異常の評価と、拡散テンソル画像による統

合失調症患者の白質線維走行異常を評価した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 630,000 0 630,000 

2008年度 720,000 216,000 936,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,350,000 216,000 1,566,000 

 
 
研究分野：医歯薬系 
科研費の分科・細目：精神神経科学 
キーワード：統合失調症、社会認知、神経心理学、画像診断学 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、神経画像研究で、統合失調症患者の脳
の様々な部位で異常が指摘されてきた。形態
学的研究では、脳室の拡大、側頭葉や前頭葉
の形態学的異常が多く報告されている。また
新しい撮像技術である拡散テンソル画像も
応用され始めた。これらの形態学的異常が、
統合失調症の認知障害に関連していること
がわかってきた。とりわけ、統合失調症患者
で、社会認知能力に障害があることが最近明
らかになった。これまで我々は、統合失調症
の社会認知障害が、前頭葉内側面、扁桃体の
体積減少、帯状回白質線維異常にそれぞれ関
連していることを明らかにしてきた。さらに、
最近の研究では、統合失調症の第一度近親者

にも様々な認知機能障害や脳の形態学的異
常が知られるようになってきた。しかし、こ
れらの認知障害と脳の形態学的異常はわか
っていなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．研究の目的 
 
本研究では、高磁場 MRI を用い、統合失調
症患者の第一度近親者の脳の形態学的異常
を検出する。同時に、各種神経心理学的テス
トを行い、神経心理学的異常の検出し、患者
家族の社会認知機能異常を検出する。さらに
これらの形態学的異常と認知機能障害の関
連を検討する。最後に、これまで統合失調症
群で得られた知見との比較検討を行う。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 
 
 
 
対象被験者は、統合失調症患者、第一度近親
者、健常被験者の３群で、それぞれ３０名前
後を予定している。今年度よ被験者ののＭＲ
Ｉ撮像、神経心理学的テストを開始する。す
でに統合失調症群、健常被験者群のデータは
そろっているので、平成１９年度には患者家
族のデータ収集が主になる。統合失調症患者
やその家族は当院外来患者からリクルート
する。申請者も外来診療を行っているので、
他の教室員の協力のもと、被験者の収集に当
たる。MRIは高次脳機能総合研究センターの
協力のもと、撮像を行う。ＭＲＩ撮像として
は、各脳領域の体積測定、VBM 法、拡散テ
ンソル画像解析のために、3T-MRI にて
T1-MPRAGE、T2 強調画像撮像、拡散テン
ソル画像撮像する。神経心理学的検査、特に
社会認知能力検査として、共感能力を評価す
る Interpersonal Reactivity Index(IRI)、他
者の心の状態を推定する際に必要とされる
能力を評価する Eye Test、社会的失言検出課
題により社会的認知機能を評価する Faux 
Pas Recognition Testなどを行う。解析方法
は以下のとおりである。コンピュータースク
リーン上で、社会認知能力検査の成績を知ら
ない評価者が用手的に各脳領域をトレース
し、体積測定を行う。その後、各種社会認知
能力検査の結果と各脳領域体積の相関関係
を解析する。同時に VBM法を行い、認知能
力検査の成績と相関のある体積減少部位を
検索する。また拡散テンソル画像より FA、
その他の indexを算出しそれを用いて白質の
構造異常を検出する。このたび、新しい画像
統計学的解析方法として、従来行われていた
SPM という解析ソフトの他にも、FSL とい
う解析ソフトを用いて、白質病変の異常を解
析しようと試みる。これまで主流となってい

た SPM を用いた画像解析では、脳の解剖学
的形態を無視して、統計学的処理を行ってお
り、一部の脳領域では正確に統計学的評価が
できなかった。新しく発表された FSLでは、
この欠点が修正されており、より正確な統計
学的解析が可能となった。これらのパラメー
ターを患者群、第一度近親者群、健常群で群
間比較する。加えてこれらのパラメーターと
心理検査との関連を見て、認知能力検査成績
との相関を検出する。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
 
 
 
 
今回、研究代表者が所属するグループでは、
高磁場 MRI を用い、帯状回、帯状束、脳梁の
解剖学画像で体積異常、脳溝の形態異常の評
価と、拡散テンソル画像による統合失調症患
者の白質線維走行異常を評価した。まず帯状
回では、帯状回の体積と、白質線維走行異常
を示す FA 値と、傍帯状溝/帯状溝の発達の程
度の間に相関が見られなかった、これはそれ
ぞれの異常が別々の統合失調症の病理と、そ
の病理が起こるタイミングの違いを反映し
ている可能性を示唆した。統合失調症の脳の
形態異常は、一つの病理から起こるのではな
く、多様な時期に多様な因子が関与している
ことが示唆された。 
社会機能との関連では、他者の表情から他者
の感情を読み取るテストの成績(視覚課題)
は、左右の左右前部帯状回の体積と相関して
いた。文脈から他者の感情をを読み取る課題
(言語課題)では、左の帯状溝の発達異常が関
与していた。このように統合失調症で見られ
る社会認知機能は、一つの形態異常や病理で
説明できるものではなく、様々な部位や病理
が関与しているものと推測された。 
次に帯状回を走る帯状束については、健常者
でみられる帯状束の laterality が、減弱し
ていた。また後部帯状束では陽性症状との相
関が見られた。後部帯状回の病理は内的に生
じた思考や行動が、外部から来たと認識して
しまうという仮説があり、その意味で我々が
得た結果は興味深い。 
最後に脳梁であるが、今回、我々は
Tractograpyhy 法を用い、前部脳梁線維と後
部脳梁線維を描出することによって、前後を
分割した。ここでも統合失調症では前頭葉間
を結ぶ前部脳梁の割合が縮小していること



が認められ、半球間連絡に異常があることが
示唆された。 
今回は、統合失調症患者が中心の研究となっ
た。残念ながら、２年間では、家族の協力が
得られず、解析に十分なサンプル数が集まら
なかった。引き続き、家族を対象に研究を継
続する。 
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研究成果の概要：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００４年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００５年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００６年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

２００７年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

  年度  

総 計 40,000,000 12,000,000 52,000,000 

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード： 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
 
 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 

２．研究の目的 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 



３．研究の方法 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 
 
(5) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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6) ○○○○○○○○○○○○○○○○○
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